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「ロゴス」の光と闇の中で
杉浦章介

　「ロゴス」に導かれることによって獲得される厳密な知識（厳密知）

の中にこそ、普遍的な真理は明確に把握される、という確信の下に、

近代以降、現代に至る科学技術文明は築き上げられてきた。そして、

その過程において、「真理」は「科学的真理」となり、「科学的」とは「論

理的」であることとされてきた。それ故に、今日、「科学的 / 非科学的」

や「論理的 / 非論理的」という言葉には暗々裏に一定の価値判断が

伏在していることは否定できない。

　人間の自己理解という探求においても、「ロゴス」の光に導かれる

ことによって、人間についての「厳密知」の体系を樹立することを目

指す企てが試みられるとしても、それは当然のことといえよう。しか

し、そのような試みにおいても、当の「ロゴス」のサーチライトその

ものの足元は、実は暗い闇に覆われ、情動や感性、欲望や偏見の渦

巻く混沌と葛藤の場であり、謎に満ちたその生い立ちの深淵を思い起

こさせるものであることは、しばしば忘れ去られがちである。「ロゴス」

の光が照らし出す輝かしい成果に幻惑され、「ロゴス」を単純化し一

面的にしか捉えようとしない風潮や、さらに、敢えて問い質すことを

回避しようとする傾向は、今日、些かも衰えてはいない。

　本プログラム「論理と感性の先端的教育研究拠点の形成」は、い

わば「ロゴス」を「ロゴス」たらしめ、「ロゴス」を突き動かしている

ものそのものの解明を試みるものである。厳密知と普遍的原理の探

求という企ての始祖ともいえるプラトンは、ミュートス（神話・物語）

やアレゴリー（比喩・寓話）を、その厳密知の体系から排除すること

なく、むしろ、それらを厳密知を獲得する上で、補完的なものとして

位置付けていた。このことは現代の脳神経科学や認知・言語科学に

とってどのような意味をもつものといえるのであろうか。

　また、本プログラムは、「ロゴス」そのものの探求を行うことによっ

て、必然的に「自己言及的」なものとならざるをえない。それゆえに、

本プログラムの探求の過程（プロセス）そのものが、具体的成果物（プ

ロダクツ）と併せて重要になる。そして、この探求の過程の自覚的主

題化と発展的継承こそ、本プログラムのテーマについての「グローバ

ルな教育拠点の形成」という試みそのものに他ならない。
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